
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２０２２年８月１９日 

富岡児童クラブ 

№１０ 

 今年の夏休み前半は、新型コロナウイルス感染で、保育園や学童を休園したり用心してお休みのお友達が多くて、

参加者はぐんと少なくなってしまいました。保護者の皆さまも、お仕事を休んで家庭保育をせざるを得なくて大変ご

苦労があったことでしょう。この度のコロナウイルスの感染力の強さにはただびっくりしております。１７日には熊

本県内で５０００人以上感染者数の記録更新となりました。苓北町でも２桁感染数が続くなど大変な事態になりまし

た。このため、夏休み当初に計画していた活動も延期や中止せざるを得なくなりました。後残り２週間余りになって

きましたが、お誕生会、夏祭り、ペットボトルピザなど大きな行事も控えていますので後半は皆がそろうことを願っ

ています。 

 参加したお友達は宿題を済ませ、用意したドリルなどどんどん学習が進みました。１年生はマス計算や１０になる

数探しにも挑戦しています。２，３年生は１００マス計算の足し算やかけ算で自分のタイムを更新しようと燃えてい

ます。 

 支援員の読み聞かせも毎日 3 冊以上は続けています。また、食後は、自分で好きな本を読む読書タイムも設けて、

それぞれのお気に入りの本を落ち着いてじっくり読むことも大切にしています。 

 学童で配布した健康カードへの記入を毎日忘れないようにお願いします。登園時玄関では一人ひとり検温していま

すが、お家を出る時お子さんの体調がどうなのか検温することは親子のスキンシップにもなります。 

感染拡大予防へのご協力をお願い致します。残りの日々を安心安全で過ごせるようにと願っています。 

日中は暑くてあまり外には出られませんでしたが、プラバンつく

り、マグネット付き帽子、飛行機、金魚やさんなど室内でできる活

動を楽しみました。ようやく夏祭りのお店屋さんの準備にも取り掛

かりはじめました。 

開店は 1 週間後になります。看板つくりやレジなど皆の創意工夫

が楽しみです。この日までには学童さんの顔が揃いますように。 

保育園児に喜んでもらえるお店屋さんになることでしょう。 

夏祭りに向けて 
今年の夏祭りも、コロナの感染拡大防止のため、子ども達だけで行

うことになりました。学童さんには去年に引き続き、お店屋さんをし

てもらうことになっていました。話し合いを持とうと思っていた矢先、

コロナのため休園となり、その後も参加者の少ない日が続いていまし

たが、来ている子達で何か取りかかっておこうとなにができるか考え

ました。ペットボトルのフタを使った麦わら帽子作り、金魚すくい、

うちわやさんなど取り組んでいますが、なんともおもしろそうです。  

 麦わら帽子作りは、本当にかわいくて保育園の先生方に見せたとこ

ろ、「かわいいね。本当に被れたらいいのにね」「先生も欲しい」など

好評でした。保育園の子はどんな飾りが好きかな？など考えながら作

っていました。「これは本物のお金を出して買ってもらってもいいくら

いだね。」「いくらで売れるかな？」と言ってます。 

最初の 1 個は、お母さんにプレゼントに持ち帰り、喜んでもらって

います。世界に 1 個だけの素敵な作品です。 

きょうは、ひこうきをつくりました。どんど

んできて、１年生におしえたのがたのしかった

です。 

富岡小３年 宮崎 しあん 

今日はプラパンつくりをしました。スマトラオオ

ヒナタを書きました。楽しかったです。 

  富岡小３年 福田しょうのすけ 

むぎわらぼうしをつくりました。たのしかっ

たです。あいみちゃんとつくりました。あいみ

ちゃんがボンドをつけてくれました。ビーズが

かわいかったです。二個作りました。 

志岐小２年 田口 ゆな 

 きょう、ひこうきをつくりました。ふつうのひこうき

じゃなくて,ストロー４本とかみで作りました。つくって

いるあいだはとばないとおもっていたけどあとで、ホー

ルでとばしてみるとけっこうとおくにとんだからうれし

かったです。 

 富岡小２年 平松 あいみ 

きょう、ぷらぱんをつくりました。たのし

くてとてもあつかったです。 

 富岡小１年 松村 かなた 

 ぼくは、きょうキーホルダ

ーつくりをみんなでしまし

た。どらごんぼーるのえをか

きました。 

 富岡小１年 稲尾 かずま 

今日、かみひこうきをつくりました。テープで

とめるところがむずかしかったです。とばしたら

よくとんでよかったです。 

  富岡小２年 新居崎 こうた 

 きょう、なつまつりのじゅんびをしました。 

わたしは、うちわやさんをしています。いろ

いろ作ったのでたのしかったです。 

 富岡小２年 中原 さくら 

キーホルダーを作った。絵をぬ

るところがむずかしかった。 

ずれたりしたから難しかった。

はじめてでたのしかった。キー

ホルダーが小さくなっていく

のがすごかった。「とんでもな

い」にかいてあるねこをかい

た。志岐小３年 松本 あさひ 

飛行機とんだよ！ 

プラバン 

キーホルダー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

がんばると気持ちいい 
 

 夕方園庭へ行った時のことです。以前保育園に勤めておられた橋本先

生がお墓へ続く坂道の所を掃除に来られました。落ち葉が雨で濡れて重

くなっており、一人でされるには大変そうだったので、「学童さんも一緒

にしよう」と声をかけると、子ども達はさっと手にほうきや熊手を取っ

て手伝いに来てくれました。 

階段の上の方から順々に掃いていきます。しかし、濡れて重くなった

落ち葉が簡単には動いてくれず、結構力がいりました。それでも、最後

までたどりつくまで汗びっしょりになりながら頑張ってくれました。 

 橋本先生が、「ありがとうございます。こんなに早く終わると思ってい

なかった」と感謝の言葉をかけて下さいました。でも、子ども達も、「頑

張ると気持ちいいね」「きれいになってきもちいね」など、お手伝いをし

たからこそ感じられた思いがあり、こちらの方が感謝したい思いでした。 

ボランティアの心が育っていて嬉しく思います。 

 

 きょうくっきんぐをしました。ういんなーをまく

のがむずかしかったけどうまくできてうれしかっ

たです。 

都呂々小１年 倉本 けんせい 

戦争はかなしい 
 

 戦争でたくさんの人たちが苦しみ、命も奪われ、原爆という恐ろしい核兵器が落とされたことを私

たちは知り、そして語り継いでいくことが大切だと、毎年戦争についての読み聞かせをしています。

お話を聞いている子ども達の目は真剣で、しっかりと聞いてくれています。 

 昔の話と言わず、今現在、ウクライナの人々が苦しんでいる姿がニュースなどで伝えられているの

で、子ども達の関心も強く、しっかりと考えてくれています。 

8 月 9 日、長崎の原爆忌の日には「かよこ桜」のお話を読んだ後子ども達が、「長崎はどっちの方？」

と聞くので、「あっちの方だよ。11 時 2 分には、長崎の方を向いてお参りをしよう」と、心を落ち

着けてお参りをしました。広島の原爆に関する絵本は「ひろしまのぴか」「とうろうながし」「まっく

ろなおべんとう」などたくさんありますが、長崎に関する絵本はこの「かよこ桜」しか知らず、この

本を紹介しています。 

戦争を知る人たちが高齢化し、語り継がれていく危機感がありますが、「戦争はしてはいけない。

核兵器は持ってはいけない」というのを、子ども達の心に響いていってくれたらと願います。 

その日の一行日記に戦争について書いてくれた子の日記を紹介します。 

 

きょう、長さきにげんばくがおちた日だったから、みんなでおまいりをしました。だから、77 年

前の 8 月 9 日にたくさんの人が亡くなった日でした。  

富岡小 2 年 平松あいみ 

 

今日はきがくに行きました。そしてもくとうをしました。せんそうはやっぱりかなしいし、したら

だめだなとまたあらためて思いました。    

富岡小 3 年  富高かのん 

 

かよこ桜 

作：山本典人  絵：井口文秀 
発行１９８１年７月 

 

このお話は。１９４５年８月９日午前１１時２分に長崎に落とされた原爆で亡

くなった一人娘のかよこさんのお父さんお母さんの思いを書かれた実話です。 

城山小学校で学徒報告隊員として働いていたかよこさんは原爆で死んでしま

うのです。 

お母さんは、お花の好きだったかよこさんを偲んで城山小学校に「さくらの木

を植えさせてください」と頼みに行くのです。 

今もなお、城山小学校には、桜の木が春の入学式のころに美しい花を咲かせて

います。 

かよこさんたちの魂が宿った平和を願う桜の木。戦争は、人々を無残に殺します。二度と核兵器を使わ

せない！と心に強く思います。 

おやつクッキング 
8 月 17 日（水）おやつの「くるくるウインナーまき

パン」のお手伝いをしました。これまでも何回かしたこ

とがありますので、各自手際よく作ってくれました。途

中でウインナーに巻く生地がなくなり追加してもらい

ました。おやつの時、保育園児さんが「おやつありがと

うございます」と学童の部屋までお礼を言いに来てくれ

て喜んでいました。やっぱり自分たちで作って食べる活

動は子ども達を笑顔にします。 

 きょうウインナーパンをつくりました。じぶんたち

でつくったからとてもおいしかったです。 

 富岡小２年 緒方 たいよう 

これからの行事や活動計画についてお知らせします。 

8月 23日（火）ペットボトルピザクッキング 

        エプロン、三角巾、マスク 

８月２４日（水）弁当の日 シート、おしぼり 

８月２９日（月）風水害避難訓練 夏祭り 

８月３０日（水）6，7，8月のお誕生会 

８月３１日（木）閉校式 

 

夏休みもあと10日余りになっ

てきました。宿題の最終確認をお

願いします。ドリルの丸付け、絵、

ポスター、習字、作文、感想文な

どできていますか？ 

１日には笑顔で二学期を迎えら

れますように！！ 

ジンベイザメできた！ 
熊日新聞に掲載されていた「新聞

紙でジンベイザメを作ろう！」を夏

休みに挑戦しようと張り切ってい

た康太君です。康太君は先に家でも

作った事があり、今日は、朝からお

友だちをリードしながら作り始め

ました。新聞紙とガムテープを使っ

て大きなサメが完成し、次にはジン

ベイザメと戦う恐竜を作ろうと作

業を進めています。 

完成した作品は、夏祭りの展示品

にしようかと考えています。 


